
(57)【要約】

【課題】非接触ＩＣカード用のカードケースにアンテナ

を内蔵し、カード内のアンテナとの電磁結合により通信

電波の補強を行い、ブースターとして機能させることに

より、通信距離等を伸長させることができるカードケー

スを提供する。

【課題手段】ＩＣチップ２と通信アンテナ３とが内蔵さ

れた非接触式ＩＣカードＡの表面側又は裏面側に相当す

るカードケース本体２１のカードケース構造体に、該Ｉ

ＣカードＡ面に対してパラレルに重ね合わせられ、且つ

、少なくとも該ＩＣカードＡの通信アンテナ３よりも大

きいサイズのブースター用通信アンテナ２２が内蔵され

ている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 カ ー ド 類 を 収 納 可 能 な カ ー ド ケ ー ス に お い て 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ と 該 Ｉ Ｃ チ ッ プ と 外 部 機 器 と
の 間 で 非 接 触 に て 通 信 を 行 う た め の 通 信 ア ン テ ナ と が 内 蔵 さ れ た Ｉ Ｃ カ ー ド を 収 納 可 能 で
あ っ て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド を 収 納 可 能 し た 際 に 該 Ｉ Ｃ カ ー ド の 表 面 側 又 は 裏 面 側 に 相 当 す る カ ー
ド ケ ー ス 本 体 内 に 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 面 に 対 し て 略 パ ラ レ ル に 配 置 さ れ 、 、 且 つ 少 な く と も 該 Ｉ
Ｃ カ ー ド の 通 信 ア ン テ ナ よ り も 大 き い ア ン テ ナ コ イ ル 開 口 面 積 又 は ア ン テ ナ コ イ ル 巻 数 又
は ア ン テ ナ 搭 載 領 域 サ イ ズ を 有 す る ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ が 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド を 収 納 す る カ ー ド ケ ー ス に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 一 般 に 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド は 、 通 常 の プ リ ペ イ ド カ ー ド や ク レ ジ ッ ト カ ー ド 、 あ る い
は 定 期 券 等 の 磁 気 カ ー ド と 同 様 に 専 用 の カ ー ド ケ ー ス 等 に 収 納 し て 使 用 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ は 、 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド や ク レ ジ ッ ト カ ー ド な
ど 各 種 ビ ジ ネ ス サ ー ビ ス 用 の カ ー ド や 、 乗 車 用 定 期 カ ー ド 、 社 員 証 、 学 生 証 等 と し て 多 用
さ れ て お り 、 磁 気 カ ー ド と 同 様 に 磁 気 記 録 層 を 備 え る と と も に 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の カ ー ド
基 材 １ に Ｉ Ｃ チ ッ プ ２ と 通 信 ア ン テ ナ ３ と が 内 蔵 さ れ て お り 、 電 子 デ ー タ を 書 き 込 み 記 録
し た り 、 記 録 し た 電 子 デ ー タ を 読 み 出 し 可 能 な 端 末 機 Ｂ と の 間 で 、 通 信 用 ア ン テ ナ を 介 し
て 、 記 録 、 交 信 で き 、 Ｉ Ｃ チ ッ プ の メ モ リ に 磁 気 記 録 層 に 記 録 す る 記 録 デ ー タ 以 外 の 多 く
の 電 子 デ ー タ を 記 憶 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド と 端 末 機 と の 通 信 可 能 距 離 は 、 ア ン テ ナ の サ イ ズ 、 即 ち 、 カ ー ド 面
へ の ア ン テ ナ 搭 載 領 域 サ イ ズ に 依 存 す る も の で あ る が 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 内 に 内 蔵 で き る ア ン テ
ナ の サ イ ズ に は 制 限 が あ り 、 例 え ば 、 Ｉ Ｃ カ ー ド よ り 大 き い サ イ ズ の ア ン テ ナ は 内 蔵 が 困
難 で あ る し 、 ア ン テ ナ の 搭 載 コ ス ト は 、 そ の ア ン テ ナ の サ イ ズ に 依 存 す る た め 、 可 能 な 限
り 大 き い サ イ ズ の ア ン テ ナ を 搭 載 し よ う と す る と 、 搭 載 コ ス ト が 増 大 す る 。 ま た 、 Ｉ Ｃ カ
ー ド の 表 面 に エ ン ボ ス 等 の 凹 凸 加 工 を 施 す 場 合 に は 、 搭 載 す べ き ア ン テ ナ を 、 そ の カ ー ド
の エ ン ボ ス 加 工 領 域 に 掛 か ら な い よ う に 小 さ い サ イ ズ に し な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド と 端 末 機 と の 間 に 、 通 信 電 波 を 補 強 す る た め の 電 波 補 強 用
の ブ ー ス タ ー を 介 在 さ せ る こ と に よ っ て 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド と 端 末 機 と の 通 信 可 能 距 離
を 伸 ば す こ と が 可 能 で あ る が 、 そ の よ う な 技 術 と し て は 、 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ７ ０ ３ ９ 号
公 報 な ど が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 以 下 に 、 公 知 の 特 許 文 献 を 記 載 す る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ０ ７ ０ ３ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 外 部 機 器 と の 非 接 触 に よ る 通 信 が 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド を 収 納 可 能 な Ｉ Ｃ カ ー ド
用 の カ ー ド ケ ー ス に ア ン テ ナ を 内 蔵 し て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 内 の ア ン テ ナ の ブ ー ス タ ー と し て 機
能 さ せ る こ と に よ り 、 通 信 距 離 等 を 伸 長 さ せ る こ と が で き る カ ー ド ケ ー ス を 提 供 す る こ と
に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
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　 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 カ ー ド 類 を 収 納 可 能 な カ ー ド ケ ー ス に お い て 、 Ｉ Ｃ チ
ッ プ と 該 Ｉ Ｃ チ ッ プ と 外 部 機 器 と の 間 で 非 接 触 に て 通 信 を 行 う た め の 通 信 ア ン テ ナ と が 内
蔵 さ れ た Ｉ Ｃ カ ー ド を 収 納 可 能 で あ っ て 、 Ｉ Ｃ カ ー ド を 収 納 可 能 し た 際 に 該 Ｉ Ｃ カ ー ド の
表 面 側 又 は 裏 面 側 に 相 当 す る カ ー ド ケ ー ス 本 体 内 に 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 面 に 対 し て 略 パ ラ レ ル に
配 置 さ れ 、 、 且 つ 少 な く と も 該 Ｉ Ｃ カ ー ド の 通 信 ア ン テ ナ よ り も 大 き い ア ン テ ナ コ イ ル 開
口 面 積 又 は ア ン テ ナ コ イ ル 巻 数 又 は ア ン テ ナ 搭 載 領 域 サ イ ズ を 有 す る ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア
ン テ ナ が 内 蔵 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス は 、 キ ャ ッ シ ュ カ ー ド や ク レ ジ ッ ト カ ー ド な ど 各
種 ビ ジ ネ ス サ ー ビ ス 用 の カ ー ド や 、 乗 車 用 定 期 券 、 社 員 証 、 学 生 証 等 の 磁 気 カ ー ド や 非 接
触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド 等 の カ ー ド 類 を 収 納 可 能 な カ ー ド ケ ー ス で あ っ て 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド の
表 面 側 又 は 裏 面 側 に 相 当 す る カ ー ド ケ ー ス 構 造 体 に 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 面 に 対 し て パ ラ レ ル に
重 ね 合 わ せ ら れ 、 且 つ 、 少 な く と も 該 Ｉ Ｃ カ ー ド に 搭 載 し た 通 信 ア ン テ ナ よ り も 大 き い ア
ン テ ナ 開 口 面 積 又 は ア ン テ ナ コ イ ル 巻 数 又 は ア ン テ ナ 搭 載 領 域 サ イ ズ を 有 す る ブ ー ス タ ー
用 ア ン テ ナ が 内 蔵 さ れ て い る カ ー ド ケ ー ス で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス の カ ー ド ケ ー ス 構 造 体 に 内 蔵 す る ブ ー ス タ ー 用 通
信 ア ン テ ナ は 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド に 搭 載 し た 通 信 用 ア ン テ ナ の 搭 載 領 域 サ イ ズ よ り も 大
き い 搭 載 領 域 サ イ ズ に 亘 っ て 搭 載 さ れ て お り 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド を ブ ー ス タ ー 付 き カ ー
ド ケ ー ス 内 に 収 納 し た 際 に 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド に 搭 載 し た 通 信 ア ン テ ナ は 、 カ ー ド ケ ー
ス 構 造 体 に 内 蔵 す る ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ に 対 し て 、 略 パ ラ レ ル に 間 接 的 に 重 ね 合 わ
せ ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 そ の た め に 、 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス に 収 納 し た 状 態 の 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー
ド と 、 電 子 デ ー タ を 書 き 込 み 記 録 し 、 記 録 し た 電 子 デ ー タ を 読 み 出 し 可 能 な 非 接 触 方 式 の
書 き 込 み 読 み 出 し 用 端 末 機 （ 又 は 非 接 触 方 式 の 読 み 出 し 専 用 端 末 機 ） と の 間 で 、 互 い の 通
信 ア ン テ ナ を 介 し て 交 信 し た 際 に 、 端 末 機 の 通 信 ア ン テ ナ か ら 発 信 さ れ 、 カ ー ド ケ ー ス 側
の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ に 入 力 し た 書 き 込 み 読 み 出 し 指 令 制 御 用 電 波 （ 信 号 ） は 、 Ｉ
Ｃ カ ー ド 側 の 通 信 ア ン テ ナ と カ ー ド ケ ー ス 側 の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ と の 間 で 共 振 し
て 電 磁 結 合 が 発 生 し て 電 波 補 強 さ れ 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド 側 の 通 信 ア ン テ ナ に 入 力 し て 、
該 Ｉ Ｃ カ ー ド の Ｉ Ｃ チ ッ プ （ Ｉ Ｃ 回 路 、 メ モ リ 回 路 ） を 起 動 さ せ る こ と が で き 、 比 較 的 に
遠 距 離 に 離 れ た 状 態 に あ る 前 記 非 接 触 方 式 の 書 き 込 み 読 み 出 し 用 端 末 機 （ 又 は 非 接 触 方 式
の 読 み 出 し 専 用 端 末 機 ） か ら 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド の 通 信 ア ン テ ナ に 良 好 に 入 力 し 、 十 分 な
通 信 可 能 距 離 が 確 保 で き 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 非 接 触 方 式 Ｉ Ｃ カ ー ド 側 の Ｉ Ｃ チ ッ プ （ Ｉ Ｃ 回 路 、 メ モ リ 回 路 ） の 起 動 に よ り
メ モ リ 回 路 に 記 録 さ れ て い る 所 定 の 記 録 デ ー タ が 読 み 出 さ れ 、 読 み 出 さ れ た 記 録 デ ー タ は
Ｉ Ｃ カ ー ド 側 の 通 信 ア ン テ ナ か ら 電 波 （ 信 号 ） と し て 発 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 そ の 際 に 、 Ｉ Ｃ カ ー ド 側 の 通 信 ア ン テ ナ か ら 発 信 さ れ た 記 録 デ ー タ の 電 波 （ 信 号 ） は 、
該 Ｉ Ｃ カ ー ド 側 の 通 信 ア ン テ ナ と カ ー ド ケ ー ス 側 の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ と の 間 で 共
振 し て 電 磁 結 合 が 発 生 し て 電 波 補 強 さ れ て 、 比 較 的 に 遠 距 離 に 離 れ た 状 態 に あ る 前 記 非 接
触 方 式 の 書 き 込 み 読 み 出 し 用 端 末 機 （ 又 は 非 接 触 方 式 の 読 み 出 し 専 用 端 末 機 ） 側 の 通 信 ア
ン テ ナ に 良 好 に 入 力 し 、 該 端 末 機 は 記 録 デ ー タ を 確 実 に 読 み 取 る こ と が で き 、 十 分 な 通 信
可 能 距 離 が 確 保 で き 、 操 作 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス は 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド に 内 蔵 す る 通 信 ア
ン テ ナ の サ イ ズ を よ り 縮 小 し た と し て も 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド 側 の 通 信 ア ン テ ナ と カ ー ド ケ ー ス
側 の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ と の 間 で 、 交 信 電 波 は 共 振 し て 電 磁 結 合 が 発 生 し 、 電 波 補
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強 さ れ て 交 信 が 可 能 で あ る た め 、 ア ン テ ナ を 用 い な い 接 点 式 の 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド の カ ー ド
面 に 接 点 が 露 呈 す る よ う に 埋 め 込 み 配 置 し た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル の ブ ロ ッ ク 内 に 、 通 信 ア ン テ
ナ を コ ン パ ク ト に 内 蔵 さ せ 、 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス と 併 用 す る こ と に よ っ
て 、 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド を 非 接 触 式 と 接 触 式 の 両 方 式 を 併 せ 持 つ Ｉ Ｃ カ ー ド と す る こ と が 可
能 に な る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス の 実 施 の 形 態 を 、 図 １ （ ａ ） の 平 面 図 、 及 び 図 １
（ ｂ ） の 平 面 図 に 基 づ い て 以 下 に 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス は 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 カ ー ド 類 を 収 納 可
能 な カ ー ド ケ ー ス Ｃ で あ っ て 、 そ の カ ー ド ケ ー ス Ｃ の ケ ー ス 本 体 の サ イ ズ 、 形 状 、 構 造 は
カ ー ド 類 を 互 い に 重 ね 合 わ せ る よ う に し て コ ン パ ク ト に 収 納 可 能 な サ イ ズ 、 形 状 、 構 造 で
あ れ ば 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の カ ー ド ケ ー ス Ｃ に 使 用 す る カ ー ド ケ ー ス 本 体 の 形 状 、 構 造 と し て は 、 公 知 の 偏
平 矩 形 状 の 専 用 の カ ー ド 収 納 ケ ー ス や 、 定 期 券 収 納 ケ ー ス 、 あ る い は 公 知 の 偏 平 矩 形 状 の
紙 幣 収 納 用 財 布 類 な ど が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 例 え ば 、 本 発 明 の カ ー ド ケ ー ス Ｃ に 使 用 す る カ ー ド ケ ー ス 本 体 と し て 、 図 １ （ ａ ） に 示
す よ う に 、 公 知 の カ ー ド 収 納 ケ ー ス や 定 期 券 収 納 ケ ー ス な ど 、 偏 平 矩 形 状 の ケ ー ス 本 体 ２
１ が 使 用 さ れ 、 ケ ー ス 本 体 ２ １ の 四 辺 の う ち 三 辺 は 閉 塞 し 、 他 の 一 辺 は 開 口 す る 開 口 部 ２
３ を 備 え て い て 、 該 開 口 部 ２ ３ か ら ケ ー ス 本 体 ２ １ 内 に 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す カ ー ド 類 Ａ を
収 納 す る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 発 明 の カ ー ド ケ ー ス Ｃ に は 、 ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２
２ が 搭 載 （ 又 は 内 蔵 ） さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 カ ー ド ケ ー ス Ｃ に 搭 載 す る ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ は 、 前 記 カ ー ド ケ ー ス 本 体 ２
１ の カ ー ド ケ ー ス 構 造 体 面 に 内 蔵 さ れ て い て 、 そ の ケ ー ス 本 体 ２ １ 内 に カ ー ド 類 Ａ を 収 納
し た 際 に は 、 カ ー ド 類 Ａ の カ ー ド 面 に 対 し て 、 カ ー ド ケ ー ス 構 造 体 面 に 内 蔵 し た ブ ー ス タ
ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ の 形 成 面 が 互 い に パ ラ レ ル に 重 ね 合 わ せ ら れ る よ う に 設 け ら れ て い
る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 カ ー ド ケ ー ス Ｃ に 搭 載 す る ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ は 、 ケ ー ス 本 体 ２ １ 内
に カ ー ド 類 Ａ と し て 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ を 収 納 し た 際 に 、 該 Ｉ Ｃ カ
ー ド Ａ の 通 信 ア ン テ ナ ３ の 直 線 部 分 に 対 し て 、 カ ー ド ケ ー ス Ｃ の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ
ナ ２ ２ の 直 線 部 分 が 、 互 い に パ ラ レ ル に 配 置 さ れ る よ う に 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 前 記 ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す カ ー ド 類 Ａ と し て の 非
接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の 通 信 ア ン テ ナ ３ よ り も 、 よ り 大 き い ア ン テ ナ コ イ ル 開 口 面 積 か 、 又
は よ り 大 き い ア ン テ ナ コ イ ル 巻 数 か 、 又 は よ り 大 き い ア ン テ ナ 搭 載 領 域 サ イ ズ に 設 定 さ れ
て 搭 載 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 記 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の 通 信 ア ン テ ナ ３ と 、 カ ー ド ケ ー ス Ｃ の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア
ン テ ナ ２ ２ は 、 そ れ ぞ れ コ イ ル 状 ア ン テ ナ 、 あ る い は リ ニ ア ー 状 ア ン テ ナ の い ず れ で も よ
い 。 ま た 、 例 え ば 、 通 信 ア ン テ ナ ３ の １ つ の 直 線 部 分 （ 又 は １ つ の 略 直 線 部 分 ） の ア ン テ
ナ 長 さ は 、 交 信 に 使 用 す る 電 波 の 最 小 振 幅 以 上 の 長 さ が 適 当 で あ る 。 ま た 、 ブ ー ス タ ー 用
通 信 ア ン テ ナ ２ ２ の １ つ の 直 線 部 分 （ 又 は １ つ の 略 直 線 部 分 ） の ア ン テ ナ 長 さ は 、 前 記 通
信 ア ン テ ナ ３ の ア ン テ ナ 長 さ よ り も 長 く な る よ う に 設 け ら れ て い る こ と が 適 当 で あ り 、 例
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え ば 、 前 記 通 信 ア ン テ ナ ３ の ア ン テ ナ 長 さ に 対 し て 、 整 数 倍 の 長 さ で あ る こ と が 適 当 で あ
る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ は 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 プ ラ ス チ ッ ク 製 の カ ー ド 基 板 １ に
Ｉ Ｃ チ ッ プ ２ と ア ン テ ナ 部 ３ が 内 蔵 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ２ に 示 す よ う に 、 本 発 明 の カ ー ド ケ ー ス Ｃ は 、 上 記 ケ ー ス 本 体 ２ １ 内 に 、 非 接 触 式 Ｉ
Ｃ カ ー ド Ａ を 収 納 し た 際 に は 、 そ の カ ー ド Ａ の 表 面 又 は 裏 面 に 相 当 す る 部 分 、 及 び そ の カ
ー ド Ａ に 内 蔵 し た ア ン テ ナ 部 ３ が 、 そ の ケ ー ス 本 体 ２ １ の 構 造 体 （ 天 然 皮 革 、 合 成 皮 革 、
合 成 樹 脂 シ ー ト ） に 内 蔵 し た ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ に 対 し て 、 略 パ ラ レ ル に 重 ね
合 わ せ ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 そ の た め に 、 同 図 ２ に 示 す よ う に 、 非 接 触 方 式 の 書 き 込 み 読 み 出 し 用 端 末 機 Ｂ の 通 信 ア
ン テ ナ １ １ か ら カ ー ド ケ ー ス Ｃ 内 の 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ に 向 か っ て 発 信 さ れ る 書 き 込 み
又 は 読 み 出 し 指 令 制 御 用 の 電 波 信 号 は 、 略 パ ラ レ ル に 重 ね 合 わ せ ら れ た カ ー ド Ａ の ア ン テ
ナ 部 ３ と 、 カ ー ド ケ ー ス Ｃ に 搭 載 し た 、 そ れ よ り 大 き い サ イ ズ の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ
ナ ２ ２ と に よ っ て 共 振 し て 、 電 磁 結 合 が 発 生 し 、 電 波 が 補 強 さ れ て 、 補 強 さ れ た 電 波 信 号
が 、 ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ か ら 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の ア ン テ ナ 部 ３ に 入 力 し て
、 前 記 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の Ｉ Ｃ チ ッ プ を 起 動 さ せ て 、 デ ー タ を 書 き 込 み 記 録 し た り 、 記 録 さ れ
て い る デ ー タ を 読 み 出 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 同 図 ２ に 示 す よ う に 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の Ｉ Ｃ チ ッ プ の 起 動 に よ っ て 、 該 Ｉ
Ｃ チ ッ プ か ら 読 み 出 さ れ た 記 録 デ ー タ は 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の ア ン テ ナ 部 ３ か ら 電 波 信 号 と
し て 発 信 さ れ て 、 そ の 電 波 信 号 は 、 略 パ ラ レ ル に 重 ね 合 わ せ ら れ た カ ー ド Ａ の 前 記 ア ン テ
ナ 部 ３ と 、 カ ー ド ケ ー ス Ｃ に 搭 載 し た 、 そ れ よ り 大 き い サ イ ズ の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ
ナ ２ ２ と に よ っ て 共 振 し て 、 電 磁 結 合 が 発 生 し 、 電 波 が 補 強 さ れ て 、 補 強 さ れ た 電 波 信 号
は 、 ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ か ら 非 接 触 方 式 の 書 き 込 み 読 み 出 し 用 端 末 機 Ｂ の 通 信
ア ン テ ナ １ １ に 入 力 し て 、 該 端 末 機 Ｂ は 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の Ｉ Ｃ チ ッ プ に 記 録 さ れ
た 記 録 デ ー タ を 読 み 取 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス Ｃ は 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ に 内 蔵 す る 通
信 ア ン テ ナ ３ の サ イ ズ を よ り 縮 小 し た と し て も 、 該 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ 側 の 通 信 ア ン テ ナ ３ と カ
ー ド ケ ー ス Ｃ 側 の ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ ２ ２ と の 間 で 交 信 電 波 は 共 振 し て 、 電 磁 結 合
が 発 生 し 、 電 波 補 強 さ れ る た め 、 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ と 上 記 端 末 機 Ｂ と は 、 上 記 の よ う
な 交 信 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 そ の た め 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 通 信 ア ン テ ナ を 用 い な い 接 点 式 の 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ の
プ ラ ス チ ッ ク 製 カ ー ド 基 材 １ 面 に 、 モ ジ ュ ー ル 通 電 接 点 が 表 面 に 露 呈 す る よ う に 埋 め 込 み
配 置 し た Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル Ｍ の モ ジ ュ ー ル ブ ロ ッ ク 内 に 、 該 Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル Ｍ を 起 動 さ せ る
た め に 通 信 ア ン テ ナ ４ を コ ン パ ク ト に 内 蔵 さ せ て 、 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス
Ｃ と 併 用 す る こ と に よ っ て 、 図 ３ に 示 す 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド Ａ を 非 接 触 式 と 接 触 式 の 両 方 式
を 併 せ 持 つ Ｉ Ｃ カ ー ド と す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 （ ａ ） は 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス の 概 略 平 面 図 、 （ ｂ ） は 非 接 触 式
Ｉ Ｃ カ ー ド の 概 要 平 面 図 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス 内 に 収 納 し た 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド と 書 き 込
み 読 み 出 し 端 末 機 と の 交 信 を 説 明 す る 平 面 図 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス を 用 い て 非 接 触 式 と 接 触 式 の 両 方 を 併 用 す
る た め の 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド の 概 要 平 面 図 。
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【 図 ４ 】 一 般 的 な 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド と 書 き 込 み 読 み 出 し 端 末 機 と の 交 信 を 説 明 す る 平 面
図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
Ａ … 非 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド （ 又 は 接 触 式 Ｉ Ｃ カ ー ド ） 　 Ｂ … 端 末 機
Ｃ … ブ ー ス タ ー 付 き カ ー ド ケ ー ス 　 Ｍ … Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル
１ … カ ー ド 基 材 　 ２ … Ｉ Ｃ チ ッ プ 　 ３ … 通 信 ア ン テ ナ
４ … Ｉ Ｃ モ ジ ュ ー ル 内 装 通 信 ア ン テ ナ
１ １ … 通 信 ア ン テ ナ
２ １ … カ ー ド ケ ー ス 本 体 　 ２ ２ … ブ ー ス タ ー 用 通 信 ア ン テ ナ 　 ２ ３ … 開 口 部 10

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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